
第４回定時総会

平成28年度第４回定時総会が開催され、各議案とも原案どおり承認された。

　第４回定時総会が、平成28年５月25日㈬メ
ルパルク松山（松山市）ラフィーネで正会員
223名（委任状参加を含む）賛助会員4名が出
席して開催された。
　岡部副会長の開会宣言があり、続いて、会
員の物故者に対し黙祷を捧げた。
　本田会長の開会挨拶の後、表彰式に移り、
愛媛県知事から産業廃棄物の適正処理を通じ
て生活環境の保全に寄与した法人２社に対し
て感謝状が贈呈された。
　また、協会長表彰として本田会長より功績
のあった方々、功労者表彰４名、優良事業所

表彰６社、優良従業者表彰５名に対して表彰
状と記念品が贈呈された。
　表彰者を代表して知事感謝状を受賞された
三共産業株式会社代表取締役岡本智弘氏が謝
辞を述べた。
　その後、愛媛県知事中村時広様（代読　愛
媛県県民環境部長石丸猛男様）　愛媛県議会
議長赤松泰伸様（代読　愛媛県議会議員環境
保健福祉委員長大西渡様）、松山市長野志克
仁様（代読　松山市環境部長大野彰久様）か
ら祝辞を賜った。
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　第４回定時総会にあたり、協会を代表して
ご挨拶を申し上げます。
　先ず初めに、先月に九州、熊本県を中心に
起こりました震災に遭われた方々に対しお見
舞いを申し上げますとともに、亡くなられた
方に哀悼の意を表します。
　つぎに、本日の総会にご来賓としてご出席
頂きました愛媛県の中村時広知事代理、石丸
猛男県民環境部長様、愛媛県議会赤松泰伸議
長代理、大西渡環境保健福祉委員会委員長様、
松山市の野志克仁市長代理、大野彰久環境部
長様を始め、多数の御来賓の方々には公務多
忙の中をご臨席いただき厚く御礼を申し上げ
ます。
　また、会員の皆様には、平素より協会の事
業運営に格別のご理解とご協力を頂いており
ますことを衷心より御礼申し上げます。
　さて、公益法人制度改革に伴い、当協会も
一般社団法人へ移行して、３年が経過しまし
た。発足当時から様々な問題が山積みしてい
ましたが、一つ一つ整理し、ほぼ解決してま
いりました。　　
　昨年、愛知県の再生処理業者の不正横流し
事件があり、全国の処理業者団体である公益
社団法人全国産業廃棄物連合会では、全国の
処理業者が改めて綱紀粛正することを決定し

ました。
　私ども、えひめ産業廃棄物協会も本日、第
１号議案で審議いただきますが、倫理に関す
る規程がなかったことから一般社団法人えひ
め産業廃棄物協会倫理規程の制定を図ること
になっております。
　また、前回総会の役員改選時に副会長を二
人体制にしていましたが、三役会、総務委員
会に諮り、理事会で審議・承認し、宇和島地
区会長の中畑孝介氏に平成28年１月１日付で
副会長として就任いただきましたことをご紹
介します。どうぞよろしくお願いいたします。
　先月、九州熊本県を中心に起こった震災は、
四国においても南海トラフ周辺から巨大地震
が起こると取りざたされており、他人ごとで
は済まされない状況であり、発災に対して備
えなければならないと思っております。
　環境省は、東日本大震災等を踏まえ平成26
年３月災害廃棄物対策行動指針を改定し、四
国ブロックでは大規模災害対策協議会で広域
処理等の検討を重ねており、愛媛県でも４月
に災害廃棄物処理計画が策定されました。こ
れから、各市町に於いても大規模災害時の廃
棄物処理計画が策定されると思います。
　私達は、廃棄物処理業界が、日頃から培っ
た廃棄物処理のノウハウを活かして大規模災

第４回定時総会会長あいさつ

（一社）えひめ産業廃棄物協会

会　長　本　田　　　昭
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害時には、協力できるよう県とは協定を締結
しておりますが、各市町とは今後協議してい
きたいと思っています。
　さて我々、産業廃棄物処理業界としまして
は、産業廃棄物の適正処理はもとより、循環
型社会形成に向けて、優良処理業者として発
展し、産業の静脈産業としての担い手として、
資源の循環利用等に使命感を持って進めてま
いりたいと思っております。
　また、会員の皆様にこれらの取組を進めて
いただくため、愛媛県のご支援を受けて、会
員の皆様の、廃棄物等循環資源を活用するた
めの研究・開発や施設整備に関する調査研究
結果等の最新情報を提供してまいります。
　その一環で、平成27年度再資源化システム
等調査研究事業として、廃水銀に係る法改正
や新しい再資源化技術等を報告書に取りまと
め、会員の皆様に向け発送いたしましたので、
事業の向上に役立てていただきますようお願
いします。
　そして、愛媛県のご支援を受けて、会員の
皆様の、廃棄物等循環資源を活用するための
研究・開発や施設整備に関する経費の補助も
行っておりますので、こちらも是非ご活用を
お願いいたしたいと思っております。

　つぎに、我々産業廃棄物処理業の基本とな
る「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」い
わゆる廃棄物処理法では、法律の施行状況を
勘案し、５年ごとに見直しを検討することと
なっております。
　平成22年の改正から５年が経過しますこと
から、28年度改正にむけて検討がすすめられ
ており、協会としても全国産業廃棄物連合会
を通じて許可手続きや解釈の明確化等27項目
の要望事項を取りまとめ、環境省に要望し、
検討頂いております。
　会員の皆様には、協会のホームページを通
じて各種最新情報の提供や、各種講習会、研
修会を開催することとしておりますので活用
していただければ幸いです。
　最後に、本日、表彰を受けられる皆々様に
は永年の協会活動へのご協力を感謝いたしま
すとともに、心からのお祝いを申し上げます。
　本日は、倫理規程の制定、前年度の事業報
告と決算の承認に加え、新年度の事業及び予
算の報告、途中退任に伴う役員改選を予定し
ております。
　宜しくご審議の程お願いいたしまして開会
のあいさつとします。
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　祝辞に先立ちまして、このたびの熊本・大
分両県で発生した地震で、犠牲となられた
方々に哀悼の意を表しますとともに、被災さ
れました皆様に衷心からお見舞い申し上げま
す。
　さて、本日、一般社団法人えひめ産業廃棄
物協会の第４回定時総会が盛大に開催されま
すことを、心からお喜び申し上げます。
　えひめ産業廃棄物協会におかれましては、
産業廃棄物の適正な処理はもとより、優良な
処理業者の育成や環境技術の開発に努めら
れ、循環型社会の構築と産業廃棄鵜物業界の
健全な発展に力をつくされており、深く敬意
を表します。
　また、さきほど、長年にわたる御功績によ
り、感謝状並びに表彰を受けられました方々
には、心からおたたえいたしますとともに、
今後一層の御活躍を御期待いたしておりま
す。
　御案内のとおり、東日本大震災により生じ
た大量の災害廃棄物の処理が、我が国の廃棄
物行政の課題となっており、依然、福島県内

で処理作業が続けられる中、今回の熊本地震
においても、建物のがれき等の災害廃棄物が
大量に発生し、一日も早い復興へ向け、広域
処理が検討されているところです。
　本県におきましては、近い将来発生が危惧
される南海トラフ地震に備え、東日本大震災
の経験・教訓の下、先月、「愛媛県災害廃棄
物処理計画」を策定し、大規模災害発生後の
県民の生活環境の保全と円滑な復旧・復興を
図るとともに、引き続き、廃棄物の適正処理
やリサイクルの推進に努めるなど、循環型社
会の構築を目指した各種施策に総合的かつ計
画的に取り組んで参りたいと考えています。
　どうか皆様方におかれましては、こうした
施策に御理解と御協力をいただき、「愛顔あ
ふれる愛媛県」の実現に更なるお力添えを賜
りますようお願い申し上げます。
　終わりに、一般社団法人えひめ産業廃棄物
協会のますますの御発展、並びに御出席の皆
様方の御健勝、御活躍を祈念申し上げまして、
祝辞といたします。 

祝　　辞

愛媛県知事　中　村　時　広
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　一般社団法人えひめ産業廃棄物協会の第４
回定時総会が開催されるに当たり、県議会を
代表してごあいさつを申し上げます。
　平素、皆様方には、産業廃棄物等の適正な
処理を通じた本県の産業振興と県民の生活環
境保全に、多大なる御尽力を賜っております
ことに対し、厚く御礼申し上げます。
　また、先ほど表彰を受けられました皆様方
には、心からお喜びを申し上げますとともに、
今後一層の御活躍を期待いたします。
　さて、本県では、環境への負荷が少ない循
環型社会の構築に向けた各種施策を総合的か
つ計画的に推進しているところですが、必要
な最終処分場の確保や環境破壊、資源の枯渇
など、産業廃棄物を取り巻く課題は、地域レ
ベルに留まらず広く地球規模にまで及んでお
ります。
　このような中、貴協会におかれては、産業
廃棄物の適正処理、再生利用等に関する一般
住民への助言・指導や、不法投棄された廃棄

物の監視パトロールや撤去等の公益活動にも
積極的に取り組まれるとともに、先月発生し
た熊本地震等でも問題となっております大規
模災害発生時の災害廃棄物処分等について、
県と締結した協定に基づき、会員の皆様方に
御協力いただけることを大変心強く感じてい
るところであり、この場をお借りして感謝申
し上げます。
　県議会といたしましても、本県の豊かな自
然環境を守るとともに、環境と調和した安全
で安心できる暮らしの実現のために全力で取
り組んでまいる所存でありますので、皆様方
におかれましては、産業廃棄物処理の専門家
集団として、快適な地域社会づくりに向けて、
なお一層のお力添えを賜りますようお願い申
し上げます。
　終わりに、えひめ産業廃棄物協会のますま
すの御発展と、御出席の皆様方の御健勝、御
多幸を心から祈念いたしまして、ごあいさつ
といたします。

祝　　辞

愛媛県議会議長　赤　松　泰　伸
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　本日ここに、一般社団法人　えひめ産業廃
棄物協会第４回定時総会が、多くの関係者の
皆様の御出席の下、盛大に開催されますこと
を心からお喜び申し上げます。
　皆様には、日頃から松山市の環境行政に多
くの御理解と御協力をいただき、厚くお礼を
申し上げます。
　また、先ほど表彰を受けられた皆様には、
長年にわたる廃棄物の適正処理への御尽力に
敬意を表しますとともに、今後の御活躍を心
からお祈り申し上げます。
　さて、平成28年熊本地震では、非常に大き
な被害が発生し、今もなお、多くの方々が避
難所での生活を余儀なくされています。
　松山市では、夏目漱石のつながりから熊本
市と観光分野を中心に様々な交流を進め、平
成24年に災害時の相互応援協定を締結してお
り、被災地からの要望を受け、食料や飲料水
などの救援物資を送るとともに、消防職員や
保健師、技術職員に加え、ごみ収集車を派遣
するなど、一刻も早い被災地の復旧を願って、
最大限の支援をしています。
　松山市でも南海トラフの影響で巨大地震の
発生が想定されており、被害を最小限に食い
止めるためには、様々な課題に協力して取り
組む体制の構築が必要と考えています。

　ここにお集まりの会員の皆様は、廃棄物を
扱うプロの方々ですので、家屋の倒壊や津波
の被害で発生が想定される災害廃棄物の処理
に関して、可能な限り市民生活を支えていた
だきますよう、格別のご協力をお願いします。
　松山市では、普段から市民の皆様にご家庭や
地域、学校、会社などで、積極的に、継続した
ごみ減量に取り組んでいただいており、人口50
万人以上の都市の中で、市民一人一日当たり
のごみ排出量が最も少ない都市として、平成
18年度から９年連続で日本一になっています。
　この記録は、皆様の御理解と御協力があっ
たからこそ、達成することができたものであ
り、この９年連続最小の記録と皆様のごみ減
量に対する意識の高さは、全国に誇れる松山
市の宝だと考えています。
　今後も、ごみの少ないまちを継続していく
とともに、美しいまちづくりを組んでまいり
ますので、本日お集まりの皆様には、引き続
き、本市の環境行政にお力添えをいただきま
すようお願い申し上げます。
　結びに、一般社団法人えひめ産業廃棄物協
会の今後ますますの御発展と、本日お集まり
の皆様の御活躍を心からお祈りいたしまし
て、お祝いの挨拶とさせていただきます。
　本日は誠におめでとうございます。

祝　　辞

松山市長　野　志　克　仁
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山本順三夫人 石丸部長による乾杯 熊本地震義援金募金

本田明議長

ホームページ紹介

新役員 仙波副知事 西田顧問 森髙顧問

議　　事
第１号議案　一般社団法人えひめ産業廃棄物協会倫理規定の制定に関する件
第２号議案　平成27年度事業報告並びに収支決算の承認に関する件

（報告事項）　平成27年度公益目的支出計画実施報告書（要約）に関する件
　　　　　　平成28年度事業計画並びに収支予算の報告に関する件
第３号議案　役員の補充選任に関する件
第４号議案　総会決議事項の補正変更の委任に関する件

　各議案ともに審議の結果、原案どおり承認された。
　その他としてリニューアルされた当協会ホームページの紹介を行った。
　また、総会終了後理事・監事合同会議を開催し、専務理事の互選を行った。
　新役員については、以下のとおり。
　専務理事　水口定臣　（一社）えひめ産業廃棄物協会
　理　　事　今井基博　㈱住共クリーンセンター　代表取締役
　理　　事　濱口　誠　㈲吉田町清掃社　代表取締役
　監　　事　近藤雅美　一宮運輸㈱　執行役員四国支社長　　（敬称略）
　懇　親　会
　総会終了後、懇親会を行った。
　本田会長より開会のあいさつの後、仙波副知事にご挨拶を賜り、協会顧問の西田洋一様、森
髙康行様、参議院議員山本順三様奥様の舞祈子様からご挨拶を賜った。その後、石丸猛男部長
の乾杯の音頭により開宴、多数の来賓の皆様を交えて終始、和やかな雰囲気の中で会員相互の
親睦を深めた。
　西山副会長より閉会の挨拶があり盛会裏に終了した。

　　日　時　平成28年５月25日㈬　15：00
　　場　所　メルパルク松山（郵便貯金会館）
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知事感謝状贈呈者

○ 知事感謝状（法人）

三共産業株式会社　殿（謝辞）
（松山市：収集運搬業、中間処理業）

謝辞（三共産業株式会社　代表取締役　岡本智弘氏）

有限会社滝野産業　殿
（愛南町：収集運搬業）
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会長表彰受賞者

○ 功労者表彰（規定第４条２号該当）

山内　　司　殿
（今治市　マルマストリグ株式会社）

安藤東洋治　殿
（大洲市　株式会社西田興産）　　

濱口　　誠　殿　　　　　　　
（宇和島市　有限会社吉田町清掃社）

田中　健一　殿
（松山市　南海産業株式会社）
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○ 優良事業所表彰（規定第４条３号該当）

（松山市　代表取締役　西原義定）

西原資源株式会社　殿

（大洲市　代表取締役　亀岡壽勝）

伊豫海運株式会社　殿

森実運輸株式会社　殿
（新居浜市）　

有限会社きたむら運送　殿
（今治市）

（松山市　代表取締役　大西良樹）

有限会社ジー・シー・オー　殿

（愛南町　代表取締役　宮内善正）

株式会社明正建設　殿
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○ 優良従業者表彰（規定第４条４号該当）

篠原　慎二　殿
（四国中央市
　協同組合ｸﾘｰﾝﾌﾟﾗｻﾞ）

谷田　恭二　殿
（伊予市
　有限会社伊予開発）

山内　隆志　殿
（新居浜市
　株式会社ｲｰｼﾞｰｴｽ）

河内　謙二　殿
（新居浜市
　株式会社ｲｰｼﾞｰｴｽ）

木下　定信　殿
（松山市
� オオノ開發株式会社）

受賞者のみなさん
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平成28年度　第１回企画広報委員会の開催

平成28年度　第２回理事・監事合同会議の開催

　第１回企画広報委員会を平成28年５月11日
㈫、協会会議室で開催した。
１．議　題
　（1）「えひめの産廃」第13号（５月号）企

画編集について
　　・修正箇所等あれば1週間以内に連絡
　（2）ホームページのリニューアルについて
　　・現時点のできあがりを確認してもらっ

た。
　　・ＩＤとパスワードは年1回変更、今回

は総会出席者には受付で配布し、えひ
めの産廃5月号送付時に全会員に同封
する。その際、ＩＤとパスワードの両
方変えるか、パスワードのみ変えるか、
また、どのタイミングで変更するのか、
アドグロウと相談して決定する。

　　・ホームページの紹介を総会終了後、懇
親会開始の10分前までアドグロウの池
田さんに依頼する。

　（3）その他
　　①「えひめの産廃」第14号（８月号）表

紙について
　　　・表表紙　玉川湖ボートコースと新居

浜マリーナの２か所
　　　・裏表紙　浄瑠璃寺と第15号八坂寺に

ついては水口次長にお願いする。
　　②次回委員会の開催日について
　　　日程　平成28年８月10日㈬　13：30～
　　　編集後記　大森貴史氏
　上記の内容について協議し、「えひめの産
廃」第13号（５月号）を５月末に発行した。

　第２回理事・監事合同会議を平成28年５月
25日㈬、第４回定時総会終了後メルパルク松
山で開催した。議題及び協議結果は以下のと
おりとなった。
１．議　題
　（1）専務理事の選任について
　　・水口定臣理事が選任された。
　（2）常勤役員の報酬の決定について
　　・規定に基づく別表第1の職務区分Ｂで

承認された。
　（3）事務局長の承認について

　　・専務理事が兼務することで承認された。
　（4）熊本地震の支援について
　　・事務局より資料に基づき説明があり、

義捐金の案は承認されたが、支払う前
に、県において東日本地震の際の「笑
顔の助け合い基金」のような寄付金が
ないことを情報収集し、なければ義援
金として支払う事となった。

　　　また、それとは別に見舞金として、熊
本・大分の協会へ儀礼の範囲で支出す
る事になった。
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平成28年度　第２回総務・第１回事業合同委員会の開催
　第２回総務・第１回事業合同委員会を平成
28年７月28日㈭、協会会議室で開催した。議
題及び協議結果は以下のとおりとなった。
１．議　題
　（1）報告事項　平成28年度委員会・専門部

会委員の報告
　　・総会及び地区総会での役員改選の結果

を取りまとめ６月15日に一部委嘱替え
しをした。

　（2）総務委員会
　　①行政懇談会・顧問懇談会の日程調整等

について
　　　・昨年と同様、行政懇談会・顧問懇談

会合同で開催することとし、顧問、
愛媛県及び松山市と10月中旬頃開
催で日程を調整することとしたい。

（理事会と同日開催）
　　②次期役員改選スケジュールについて
　　　・７月・・・地区長に会長候補推薦依

頼発送（締切９月末）
　　　・９月・・・地区から次期会長候補を

三役会に提出する。
　　　・12月・・・地区長に地区理事推薦依

頼発送（締切２月末）
　　　・３月・・・29・30年度協会新役員候

補決定
　　　で理事会に諮りたい。
　　③会費徴収状況について
　　　・１年以上滞納した1社については、

規程どおり業務停止として理事会
に諮る。

　（2）事業委員会
　　①平成28年度講習会及び研修会計画につ

いて
　　　・資料のとおり理事会へ報告すること

となった。
　　　　なお、許可講習会について、各県許

可業者の数に応じた開催回数にし
てほしいとの意見がでた。

　　②施設視察研修について
　　　・エコプロダクツ2016と岡山鳥取方面

への２案で理事会へ報告すること
となった。

　　③四国遍路道清掃事業について
　　　・今回は宇和島地区で検討してもらい、

実施できないようであれば松山で
実施することで理事会へ報告する
こととなった。

　　④愛媛県からの補助金について
　　　・会員向け間接補助の状況　
　　　　H28.7.15審査会開催
　　　　審査済２件10,000千円
　　　　審査中１件　5,000千円
　　　・協会調査研究補助
　　　　平成22年度から、毎年3,000千円補

助を受けて調査研究を実施してい
る。

　　　　委託契約７月22日　９月下旬に検討
会実施予定

　　　・産廃業者向け補助金（愛媛県直接補
助分）

　　　　1）愛媛県優良産業廃棄物処理業者
育成事業費補助金

　　　　　①　エコアクション21認証・登録
経費補助

　　　　　②　電子マニフェスト加入のため
のパソコン購入経費補助

　　　　2）愛媛県優良産業廃棄物処理業者
支援事業費補助金

　　　　　①　低公害車輛購入経費補助（改
正）

　　　　　②　産業廃棄物講習会等支援事業
（新）
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平成28年度　第３回理事・監事合同会議の開催
　第３回理事・監事合同会議を平成28年７月
28日㈭、協会会議室で開催した。議題及び協
議結果は以下のとおりとなった。
１．報告事項 
　（1）報告事項　平成28年度委員会・専門

部会委員の報告
　　・総会及び地区総会での役員改選の結果

を取りまとめ６月15日に一部委嘱替え
しをした。

２．議　題
　（1）委員会報告
　　1）第２回総務委員会報告
　　　①行政懇談会・顧問懇談会の日程調整

等について
　　　　・事務局案のとおり合同で、行政・

顧問懇談会を実施すること等承
認された。

　　　②次期役員改選スケジュールについて
　　　　・事務局案のとおり承認された。
　　　③会費徴収状況について
　　　　・１年以上滞納している１社につい

ては、規程どおり業務停止するこ
とで承認された。

　　2）第１回事業委員会報告
　　　①平成28年度講習会及び研修会計画に

ついて
　　　　・事務局案のとおりで承認された。
　　　②施設視察研修について
　　　　・エコプロダクツ2016と岡山鳥取方

面への２案の報告があったが意
見がまとまらず、後日事業委員で
決定し、会員に案内することで承
認された。

　　　③四国遍路道清掃事業について
　　　　・今回は宇和島地区で検討してもら

い、実施できないようであれば松
山で実施することとなった。

　　　④愛媛県からの補助金について

　　　　・事務局より現在の補助の状況及び
産廃業者向け補助金について説
明があり承認された。

　　3）第１回企画広報委員会報告
　　　・委員長より検討議題の報告があり、

内容について事務局より説明があ
り、承認された。

　（2）適正処理推進事業等活動支援金交付
について

　　　・事務局より資料に基づいて説明があ
り、八幡浜地区・宇和島地区の申請
が承認された。

　（3）公益目的支出計画変更認可申請につ
いて

　　　・事務局より資料について説明があ
り、公益目的支出計画の完了予定年
月日を、平成29年３月31日から平成
30年３月31日に変更することが承認
された。

　（4）新規会員加入及び退会の承認について
　　・入退会なし
　（5）その他
　　・産廃手帳の送付について
　　・熊本地震の支援について
　　・全産連委員会報告について
　　・年間行事予定表
　　・熊本地震の支援については、青年部に

よる募金活動により、106,051円と協
会からの義援金200,000円と合せて「熊
本地震に係る愛媛県民義援金」に6月
16日に送金したほか、熊本・大分両県
協会へ見舞金としてそれぞれ50,000円
を送金したなど、それぞれの内容につ
いて事務局より説明があり、承認され
たが、会員への産廃手帳の送付につい
て、来年からは不要会員の調査は行わ
ないこととなった。
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稲田朋美　自由民主党政調会長を囲む集いの開催
　協会主催で、「稲田朋美　自由民主党政調
会長を囲む集い」を、リジェール松山クリス
タルホールで６月24日㈮に協会員等約120名
が参加して下記のとおり開催した。

記
　主　催：（一社）えひめ産業廃棄物協会
　　　　　（共催：自由民主党愛媛県連）
　日　時：平成28年６月24日㈮
　　　　　15：30～16：15
　場　所：リジェール松山８F
　　　　　クリスタルホール

　次　第：主催者あいさつ
　　　　　協会顧問　
� 愛媛県議会議員　森高　康行
　　　　　激励あいさつ　
� 　参議院議員　井原　　巧
　　　　　候補者あいさつ
　　　　　　国土交通・内閣府・復興副大臣
　　　　　� 　参議院議員　山本　順三
　　　　　応援演説　自由民主党政調会長
� 　　　　　衆議院議員　稲田　朋美
　　　　　謝　　辞� 会長　本田　　昭
　　　　　ガンバローコール　協会顧問
� 県議会議員　西原　進平
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平成28年度　産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業
の許可申請に関する講習会の開催

平成28年度　松山市受託事業産業廃棄物実務者研修会の開催

　廃棄物処理法に規定された産業廃棄物処理業の許可申請等に必要な専門的知識・技能の修得
のため、公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センターが毎年実施している講習会が松山市の
リジェール松山で開催された。
○　産業廃棄物の収集・運搬課程（新規）
　開　催　日　平成28年７月13日㈬～14日㈭
　受講者数　102名

　松山市受託の産業廃棄物処理業者育成事業である産業廃棄物処理実務者研修を、専門の講師
を招き産業廃棄物処理業者を対象に、下記日程で開催した。

○　産業廃棄物実務者研修会
　開　催　日　７月21日㈭
　開催場所　リジェール松山
　受講者数　54名
　研修内容
　　１．開講挨拶　
　　２．「産業廃棄物の基礎」　
　　　講師　（公社）全国産業廃棄物連合会　
　　　専任講師　岩田隆氏
　　　①産業廃棄物処理の基礎
　　　②産業廃棄物処理の委託処理　
　　　③帳簿と記載例
　　3.「現場における注意事項等」
　　　講師　松山市環境部廃棄物対策課　
　　　主任　瀬尾英孝氏
　　　主任　柏木康弘氏
　　　主事　田中健太郎氏
　　　①収集運搬業について　　　
　　　②処分業について
　　　③ＰＣＢに関すること
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平成28年度　全産連受託電子マニフェスト運用支援業務事業
（導入実務研修会・操作体験セミナー）の開催

　（公社）全国産業廃棄物連合会受託事業である電子マニフェスト導入実務研修会及び操作体
験セミナーを、下記の日程で開催した。

○　電子マニフェスト導入実務研修会
　開　催　日　７月26日㈫　午前
　開催場所　愛媛県生涯学習センター
　受講者数　21名
　研修内容
　　１．開講挨拶　
　　２．「電子マニフェスト導入実務」
　　　講師（公財）日本産業廃棄物処理振興センター
　　　サポートセンター室長　　古谷茂生氏
　　　ＪＷＮＥＴのしくみ、特徴、メリット、及び運用事例の説明等　　

○　電子マニフェスト操作体験セミナー
　開　催　日　７月26日㈫　午後
　開催場所　愛媛県生涯学習センター
　受講者数　19名
　研修内容
　　１．開講挨拶　
　　２．「電子マニフェスト操作体験」
　　　講師　（公財）日本産業廃棄物処理振興センター
　　　サポートセンター室長　　古谷茂生氏
　　　ＪＷＮＥＴの操作説明
　　　　①排出事業者操作説明
　　　　②収集運搬業者操作説明
　　　　③処分業者操作説明
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